














































要約:障害を有して NICU を退院する児の継続的管理には、NICU のある中核病院のみなら

ず、保健所・保健婦、地域医療機関さらに行政も含めた包括的医療システムが不可欠であ

る。本研究の初年度は、NICU を有する施設に置ける在宅ケア予備軍とも言える長期入院

児の実態およびそのフォローアップシステムの現状、実際に在宅ケアとなっている在宅酸

素療法等の症例にまつわる問題点、地域ベースの CP の発生頻度の検討、医療機関・家庭・

保健所の連携に関するアンケート調査等を通じ、在宅ケアシステム確立の基礎的情報を集

積しそれらの問題点を明らかにした。


